
 

 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

久留米市家庭教育支援チーム 

 （呼称：前向き子育てふくおか                     ） 

 URL： https://www.maemukikosodatefukuoka.com/ 

  

②活動拠点 久留米市 

③活動範囲 福岡県内 

④組織体制 

 

     9   人 

子育てサポーター1 人、看護師１人、言語聴覚士 1 人、 

医師 1 人、民生委員 1 人、大学教員２人、児童支援員 1 人、保育士 

 

⑤活動開始年度      27 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）前向き子育てふくおか   石橋美穂 

 （E-mail）happy8kurume@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☑自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上     

の子どもを持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.maemukikosodatefukuoka.com/


③活動内容 

福岡に在住する、０歳から12歳の養育者を対象とし、「すべての保護者向け」と「子ど

もに発達に課題のある親向け」認知行動療法を用いた連続講座を行い、子育ての知

識・技術を提供し自己調整力の育成をめざした活動を行っています。またそれら学ん

だ知識・技術を参加者が子育てに活かせるように自分で目標設定し、自発的に技術

を創意工夫し自ら努力できるよう支援を行っています。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・支援方法として、前向き子育てプログラム（ポジティブ・ペアレンティング・プログラム

（トリプルＰ））を主に活用。 

・定期的に子育て中の養育者に対して効果的な子育てができるようにグループワーク

を用いた連続講座を開催。 

・定期的に前向き子育て講座参加者のスキルアップと養育者同士の繋がりを目的に、

「前向きプラスone」の名称で前向きな時間を過ごす事業を開催。 

・随時、具体的な子どもの行動（食事の離席や片付けや兄弟げんか）を4回で解決す

る個人対応講座を実施。徐々にですが、ご夫婦での参加者が増えています。要望が

あれば、ご自宅や保育園などへアウトリーチ活動。 

・前向きな子育てヒントを伝える為に講演会を開催。 

 

 

 ・子育て相談があれば、メールや電話や対面で対応しています。 

・多くの保護者が子育てを楽しく取り組め、子ども達が基本的生活習慣の習得がスム

ーズになるように、小冊子（「食事編」「社会性編」を２度発行。発行後はアンケートを実

施。久留米市内公立保育園、認定こども園全世帯に配布 

 

 

 

 

 

 

 

・親支援、家族支援の為、関係各所との連携の在り方を日々模索しながら活動中。 

⑤活動財源 

 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

☑特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

 


